
IEC（国際電気標準会議）に、新しく環境
に 関 す る TC（ 専 門 委 員 会 ） を 設 立 す べ き
とのイタリア提案を受け、2004年10月の
IEC ソウル大会で「電気電子製品全体の環
境技術課題を検討し、製品横断的な水平基
準（horizontal standard） の 検 討 を 範 囲

（Scope）」とする TC111が設立されました。
幹事国をイタリア、国際議長を日本がつ

と め る こ と と な り、 当 初、 傘 下 に WG1、
WG2、WG3の3つの WG を設置し、活動
を開始しましたが、現在（2012年6月）では、
次のような TC111国内委員会体制で運営を
行っています。今回は、この中から WG1、
WG3、WG4の活動を紹介します。

WG1：含有化学物質開示手順

・ 2003年頃から電気電子製品に含まれる鉛
や水銀などの有害物質を禁止する法律（例：

RoHS 指令）が欧州などで制定されていま
すが、企業にとって、コンプライアンス（遵
法）は大変に重要な課題であります。

・そして法律に違反しないことを調べるため
に、自社製品に有害物質が含まれていない
かを調査する活動が国内外を問わず、広く
業界で行われています。

・この時に各社が使用する物質リストや調査
フォーマットを国際的に標準化しようとい
う取組みが、WG1の活動で作成を進めて
来た「含有化学物質開示手順」という国際
規格 IEC 62474であり、2012年3月、国
際規格「IEC62474」を発行しました。

・ IEC62474に付帯する IEC データベース
62474の維持改定を迅速かつ定期的（年次
基本）に進めるため、WG1のサブグルー
プとして2011年3月に「国際 VT62474：
IEC データベースの検証チーム」が編成さ
れ、現在13か国が参加し、化学物質リスト
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（注： ＝ ）

：環境配慮設計（新設予定： 年下期）

：電気電子機器のリサイクル可能率と製造者と
　　　　　　　　 リサイクラーからの情報提供に関するガイドライン

：環境用語

：製品適合性ガイダンス

：温室効果ガス

：電気電子機器中の化学物質等測定方法

： データベースの検証チーム

：含有化学物質開示手順
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の改訂作業をメインに活動しております。
2012年4月には国際 VT62474との情報共
有および国内意見を取りまとめるための分
科会として国内 VT62474を発足し、活動
を開始しました。

WG3：電気電子機器中の化学物質等測定方法

・ IEC62321の目的は、電気業界が電気電子
製品中に含まれる鉛（Pb） 、水銀（Hg）、
カドミウム（Cd）、六価クロム（Cr（Vl））
及びそれらの化合物、並びにポリ臭化ビ
フェニル（PBB）及びポリ臭化ジフェニル
エーテル（PBDE）などの化学物質を、各
国共通の基準に基づいて評価できるように
するための、試験方法を提供することであ
ります。

・ 2008年12月に国際規格の「IEC62321」
を発行しましたが、その後、2009年4月に
同規格は第2版として、測定対象物質ごと
に分割した7個（Part1～7）のファミリー
規格（試料サンプリング法（PAS62596）
も含む）とすることとなり、現在、CDV（投

票用委員会原案）のコメント等を取りまと
めております。

WG4：温室効果ガス

・2011年3月に、日本から提案した「電気・
電子製品の温室効果ガス（GHG）排出量算
定」の標準提案（2件）に対する国際投票
が行われ、以下の2つの TR（技術報告書）
の開発が正式に承認され、WG4が発足し
ています。

・ 2012年内の TR（テクニカルレポート）発
行を目指して活動をしております。 

IEC TR 62725 Ed.1
●電気・電子製品のライフサイクル GHG 排

出量算定方法　
 - ISO14067（カーボンフットプリント）
を一般的な枠組みとして活用し、電気・
電子製品分野の算定に関するガイダンス
を提供。

IEC TR 62726 Ed.1
● 電 気・ 電 子 製 品 の ベ ー ス ラ イ ン か ら の

GHG 排出削減量算定方法

ベースライン 効率改善、
代替製品導入など

排
出
量

ベースラインからの削減量算定の考え方

合理的且つ透明性のある算定方法論の開発（ で電気・電子製品
セクターに適用できるルールを検討）

増加
削
減
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